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【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】生物無機化学 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

戸井 啓夫

【授業目標・教育方針】
生物無機化学Ⅰに引き続き、生体中の金属イオンの働きとについて述べる。

【授業概要】
授業概要参照のこと。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：シュライバー無機化学

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
教室における講義

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：生物無機化学 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 生体における金属イオン 生物無機化学Ⅰの復習を兼ねて、生体における金属イ
オンの存在と機能を概観する。

第 2 回～第 4 回 錯体化学 結晶場理論と配位子場理論
錯体の安定性
錯体の分光学

第 5 回～第 6 回 生物無機化学研究法（１） 種々の分光学的分析法がどのように使われているかを
述べる。

第 7 回 演習 課題
第 8 回 中間試験
第 9 回～第 11 回 生物無機化学研究法（２） 種々の分光学的分析法がどのように使われているかを

述べる。
第 12 回～第 13 回 生物無機化学研究法（３） 金属酵素・タンパク質の活性中心とそのモデル化合物
第 14 回 イオン輸送
第 15 回 まとめと演習 課題
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